
LOA使用による排気ガスの変化 平成１９年５月

　　１．実施日　平成１９年４月２０日

　　２．使用車種　　スズキワゴンＲ　排気量６６０ｍｌ

　　　　平成８年購入　走行距離６０、０００ｋｍ

　　３．実装ＬＯＡ　　Ｍ２  　　

装着前：通常の使用状態

装着Ａ：エアークリーナーのみに貼付け

装着Ｂ：エアークリーナーのみに貼付けた状態で空ぶかししながら計測

装着Ｃ：バッテリーの＋端子のみに貼付け

装着Ｄ：エアークリーナーおよびバッテリーの＋端子に貼付け

装着Ｅ：装着Ｄの状態で５分ほど走行した後の計測

　　４．計測器：自動車排気ガス複合測定器　　富士電機計測機器株式会社　ＺＫＥ型　　型式試験番号JATA-Co・HC-

　　５．結果
装着前 装着Ａ 装着Ｂ 装着Ｃ 装着Ｄ 装着Ｅ

ＣＯ(%) 0.63 0 0.38 0 0 0
ＨＣ(ppm) 400 54 48 37 24 4
ＣＯ２(%) 15.72 15.34 16.74 17.37 17.24 17.3

①ＬＯＡをエアークリナーまたはバッテリーの＋端子につけるとＨＣ（未燃焼ガソリン）

　　が大幅に減少した。エアークリーナとバッテリーに併用することで更に減少した。

②人体に有害であるＨＣおよびＣＯが減少しガソリンが完全燃焼（燃費の向上）している。

③完全燃焼によりＣＯ２および水が増加している。

③ＬＯＡ装着前に比べ排気ガスの嫌な臭いがなくなった。

④数値には表れないが、運転者の感想は乗り心地、エアコンの空気ともに爽快になった。

以上

ＬＯＡ装着による排気ガス中の一酸化炭素の濃度
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ＬＯＡ装着による排気ガス中の炭化水素の濃度
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ＬＯＡ装着による排気ガス中の二酸化炭酸の濃度
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